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[要旨] cAMP はゾウリムシ（Paramecium）の繊毛運動制御に重要なセカンドメッセンジャーのひとつであるが，その分子機

構はよくわかっていない。これまで我々は，ヒメゾウリムシ（P. tetrautelia）繊毛の外腕ダイニン軽鎖 1（PtLC1）をノックダ

ウンすると，cAMP による繊毛反応が無くなることを示した。本研究ではこの原因を探るため，繊毛タンパク質組成に及ぼ

す PtLC1 ノックダウンの効果を調べた。その結果，本来 cAMP 依存的にリン酸化されるタンパク質が検出されなくなった。

このことは，PtLC1 が cAMP 依存的リン酸化に伴う繊毛反応が起こるのに必須であることを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




